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日本の AI 戦略会議（第 13 回）の詳細報告 
Gemini Deep Research 

はじめに 

2023 年 2 月 4 日、日本政府は「AI 戦略会議（第 13 回）」を開催し、AI 技術の研究開発と活用

を促進するための新たな法整備に関する「中間とりまとめ」を発表しました 1。急速な AI 技術

の進展は、社会経済に大きな変革をもたらす可能性を秘めている一方で、倫理的な問題や社会

への影響など、様々な課題も孕んでいます。本稿では、第 13 回 AI 戦略会議の内容を詳細に分

析し、日本の AI 戦略の現状と今後の展望について考察します。 

会議の概要 
1 によると、第 13 回 AI 戦略会議は 2023 年 2 月 4 日に開催されました。「中間とりまとめ」と

AI 関連システムが主要な議題として議論されました。 

「中間とりまとめ」の内容 
1 では、「中間とりまとめ」と AI 関連システムに関する議論が行われたとされています。 AI 関
連システムについては、AI 技術の社会実装を加速するための規制改革や実証実験の支援などが

議論された可能性があります。 

重要な議題と政府の見解 

AI 戦略会議では、一般的に以下のような重要な議題が議論されると考えられます。 

● AI 技術の倫理ガイドライン: AI 技術の開発と利用に関する倫理的なガイドラインを策定し、

AI の倫理的な問題への対応を強化する。例えば、AI による差別や偏見を防止するためのガイ

ドラインや、AI の透明性と説明責任を確保するためのガイドラインなどが考えられます。 
● AI とプライバシー: AI 技術の利用によるプライバシー侵害のリスクを最小限に抑えるための

法整備や技術開発を推進する。具体的には、個人情報の保護に関する法律の改正や、プライ

バシー保護技術の開発などが挙げられます。 
● AI と雇用: AI 技術の導入による雇用への影響を分析し、必要な対策を講じる。例えば、AI に

よって代替される可能性のある職種に対する再教育や、新たな雇用創出のための政策などが

考えられます。 
● AI とセキュリティ: AI 技術が悪用されるリスクを考慮し、セキュリティ対策を強化する。具

体的には、AI システムへのサイバー攻撃対策や、AI 技術を用いた犯罪の防止対策などが挙げ

られます。 
● 国際的な連携: AI 技術に関する国際的なルール形成に積極的に参加し、国際的な連携を強化

する。例えば、OECD や G7 などの国際的な枠組みにおける議論に積極的に貢献し、AI に関

する国際的な標準化を推進するなどが考えられます。 
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これらの議題は、「中間とりまとめ」の内容と密接に関連しており、AI 技術の健全な発展を促

進するために重要な要素となります。 

AI 技術の可能性とリスクに関する議論 

AI 技術は、様々な分野でイノベーションを促進し、社会経済に大きな変化をもたらす可能性を

秘めています。医療、教育、製造、金融など、あらゆる分野で AI 技術の活用が期待されていま

す。例えば、医療分野では、AI による画像診断支援や創薬などが期待されています。教育分野

では、AI を活用した個別最適化学習や学習支援などが期待されています。製造分野では、AI に
よる生産ラインの自動化や品質管理などが期待されています。金融分野では、AI によるリスク

管理や不正検知などが期待されています。 

一方で、AI 技術の進展は、雇用の喪失、プライバシーの侵害、差別、セキュリティリスクな

ど、様々なリスクも孕んでいます。例えば、AI による自動化が進むことで、従来の仕事が失わ

れる可能性があります。また、AI による個人データの分析が進むことで、プライバシー侵害の

リスクが高まる可能性があります。さらに、AI のアルゴリズムに偏りがある場合、差別的な結

果が生じる可能性があります。また、AI システムがサイバー攻撃に遭った場合、重大な被害が

発生する可能性があります。 

AI 戦略会議では、これらの可能性とリスクを踏まえ、AI 技術の健全な発展を促進するための政

策について議論が行われたと考えられます。特に、日本は高齢化社会や少子化といった課題を

抱えており、AI 技術の活用はこれらの課題解決に貢献する可能性を秘めています。同時に、AI
技術の導入による雇用への影響や社会的な格差の拡大など、日本特有の課題への対応も求めら

れます。 

委員の意見 

会議に出席した委員の具体的な意見や見解は公開されていませんが、AI 戦略会議には、学識経

験者、産業界の代表、政府関係者など、様々な分野の専門家が参加しており、多様な視点から

議論が行われたと考えられます。それぞれの委員が自身の専門分野や経験に基づいた意見を述

べ、AI 技術の倫理、社会への影響、経済への影響、国際的な動向など、多岐にわたる観点から

議論が展開されたと推察されます。 

日本の AI 戦略の全体像と今回の会議の位置付け 

日本政府は、2019 年に「AI 戦略 2019」を策定し、AI 技術の研究開発、人材育成、社会実装な

どを推進しています。「AI 戦略 2019」では、Society 5.0 の実現に向け、AI 技術をあらゆる分

野で活用し、経済成長と社会課題の解決を両立させることを目指しています。 

AI 戦略会議は、「AI 戦略 2019」の策定や推進に関する重要事項を審議する場であり、日本の

AI 戦略において重要な役割を担っています。会議では、AI 技術の進展や社会情勢の変化を踏ま

え、「AI 戦略 2019」の見直しや新たな政策の検討などが行われます。 

今回の AI 戦略会議は、「AI 戦略 2019」に基づき、AI 技術の研究開発と活用を促進するための
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新たな法整備に向けた議論を行う場として位置付けられます。「中間とりまとめ」は、今後の

AI 戦略の方向性を示す重要なものであり、今後の法整備や政策に大きな影響を与えると考えら

れます。 

会議の成果と今後の展望 

今回の AI 戦略会議では、「中間とりまとめ」が発表され、AI 技術の研究開発と活用を促進す

るための新たな法整備に向けた方向性が示されました。これは、日本の AI 戦略を前進させるた

めの重要な一歩と言えるでしょう。 

今後、政府は「中間とりまとめ」に基づき、具体的な法整備を進めていくと考えられます。AI
技術の利用に関するルールを明確化し、企業や研究機関が安心して AI 技術の開発や活用に取り

組める環境を整備することが重要となります。また、AI 技術の倫理的な問題や社会への影響な

ど、様々な課題についても引き続き議論を深め、AI 技術の健全な発展を促進するための政策を

推進していくことが期待されます。 

メディア報道 

現時点では、第 13 回 AI 戦略会議に関する詳細なメディア報道を入手できていません。今後、

会議の内容や「中間とりまとめ」に関する報道が出てくる可能性がありますので、引き続き情

報収集を行う必要があります。 

結論 

第 13 回 AI 戦略会議は、日本の AI 戦略を推進する上で重要な会議であり、「中間とりまとめ」

の発表は今後の AI 戦略の方向性を示すものとして注目されます。AI 技術の進展は、社会経済

に大きな変革をもたらす可能性を秘めている一方で、様々な課題も孕んでいます。政府は、引

き続き AI 技術の研究開発、人材育成、社会実装などを推進するとともに、倫理的な問題や社会

への影響など、様々な課題にも適切に対応していく必要があります。 

「中間とりまとめ」では、AI 技術の研究開発と活用を促進するための新たな法整備に向けた方

向性が示されました。今後、この方向性に基づき具体的な法整備が進められることで、日本に

おける AI 技術の開発と活用がさらに加速することが期待されます。同時に、AI 技術の倫理的

な側面や社会への影響についても、引き続き議論を深め、AI 技術が社会全体にとって有益なも

のとなるよう、適切な政策を推進していく必要があります。 
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